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日野療護園
フォーシーズン
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やまなかえんちよう あいさつ

山中園 長 挨拶

日頃よ り日野療護園の運営にご理解 ・ご爲  方 をいただき、 心 より感謝申 し上げます。

今年も、園庭の 桜 、園沿い川辺の遊歩道の八重 桜 、ハナミズキなど••・観る者を魅 了 し、また 心 安らぐ自然

に囲まれていることを実感 しなが ら、 私 自直、 日野療護園に赴任 して 1〇単 目を迎えています。

この 1〇年の 間 で、社会福祉や障 害 者支援施設を巡る情 勢 は大きく変化 してきま した。その中で、日野療

護園と して、求め られる初割や仕組みな どに対南するために、施設の機能や支援体制など、変えていかなけれ

ばならないことに対 して積 極 的 に取 り組みを超めてきま した。一方で、 日野療護園が開設以来大切 に してき

た、ご利用者の皆さま一人ひとりの思いに寄 り添 った支援、信頼と 絆 を大事にする支援の姿勢など、変えて

はいけないこと ( 守 り継 承 していくこと) についても真摯に荷き合 ってきた と自負 しています。

新たな年度が始まるにあたり、日野療護園喊 員 一人ひとりが、豊かな感性とた くさんの穏 後 力 を 働 かせ

ること、自分の言葉や行動に責任を持つこと、そ して一人の

絹祉 皆 ( 飜 に貰 わる薯) と して、 ご莉用者や ご諦 、

また 喊 員 同士 で 喜 びや 率 せ を分 か ら 答 え る 、 そ んな

日野療護園に していきたいという気持らで日々の支援や園

運営にあた っていきたいと思 っております。

今後ともご利用者の皆さまをは じめ、関係者の皆さまの

策 かいご支摩 ( 支え) のほど宜 しくお願い致 します。

小澤 “新”管理グループリーダー挨拶

皆様こんにらは。 この 4 月か ら管理グループ リーダーに就 任 いた しま し

た小澤と申 します。日野療護園の管理グループと しては6 年 目になります。

管理グループ (事務 職 )の業務は、残念ながら直 接 ご利用者の皆禄の支援

にあたることがほぼありません。

しか し、ご利用者の皆禄の支援に必要な新品の 購 入、設備の修 繕 管理、

直 接 支援にあたる当園喊 員 へのサポー ト、その他園全体の運営管理など、

間接的にご利用者の皆様の生活を支えさせて 頂 きたいと 考 えております。

まだまだ新米グル ープ リーダーと して頼 りない初分もあるか と思います

が、全 力で業務に取 り組んで参 ります。

皆様どうぞ宜 し <  お願い致 します。
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20 18年度福祉サービス第三者評価結果

昨年度受・ しま した福祉サ ービス彙三者評価の結果をお伝 え します。評あ為関は八王子動労者福祉会館で

す。 「生活介護 • 施設入 紡 支誕 」及び 「る期 入 尻 」事業の評! o i 要は次のとおりです。

・詳論 は、 「とうきょう蘭 i! ナ ビゲーシ ョン : (htt p：/ / w ww .fukunavi.or.jp/ f ukunav i/ ) でご貿いただ

しようがいしゃ し え ん し せ つ , せいかつ か い M し せ つ にゅうし昼 し え ん 、

障 害 者支援施設 ( 生活介護 • 施設 入 祐 支援)
な ん き にゅうしょ

短期入 紡

と < よ

特に良いと
おも てん

思う点

,_、 り ょ う レぎ ー う れ い か じ ゅ ラよ か と主な い りょうでき

① 利用者の高齢化 • 簸 化に 禅 う医療的ケア
てきせつ し つ. し せ.んもんてき し え ん

を濾切に実施するため、専門術な支摩 の
じゅうじつ っ と

充 実 に努めている。
へ  り よ う し ゃ い し そんちょう り ょ う し ゃほ ん い

② 利用者の意思を尊 重 し、利用者本位のサー

ビスを提養 することに芳 を蓬いでいる。
_  し東くいん . はたら

③ 瞰 員 が 働 きやすいワークライフバランス
すい しん

を鞋進 している。

えんかつ にゅうたい じよ し古くいん っ そ がい しゅつ

① 円滑な入 退 所、喊 員付き添い外 出な
り よ う し ゃ ようほう こた

ど利用者の要望に応えられるように
祐い・¢ い . め・ >

体制を 会 えている。
り ょ う レぎ  じょうきょう 33う 斥いおっ

② 利用者の 状 況 に応 じて対応 し、
り よ う し ゃほ ん い ていきょう

利用者本位のサービスの提 供 を して
いる。

③ 施 員 が’働 きやすいワークライフバラ
すい しん

ンスを糧進 している。

さらなる

離 が璽ま
でん

れる点

えんな いがい な よ 〇 けん しゅう言 か ひ せ い か か < にん

① 園内外の多様な研 修 機会の成果の確認や
尽 うこく きょうゆう き か い さら く ,S、う ,

報告、共 肴 の機会の更なる工夫が
も と

求められる。

② i i M に活動を しているボランテ ィアへ

義 蠢務皆話皆を安わす源婁がある。
_  しょくいん い し そ二 > う れん¦̂ い . は か

③ 瞳 員 との意思疎通、蓬鬱を図 っているが、
けいえいそう し志くいん い し け つ堂  けいか く宣くて@

経営層と喊 員 との意思決定、計画養定な ど
にん し幸 さ さ ら と く ぎ た い

の認識の差を埋める更なる取 り組みが財待
される。

せいかつ き ろ く こ じ ん べっ

① 生活記録か ら個人別ファイルへの
て ん き か く じつ ひ つ ー い る い 食ど

転記、確実な引き継ぎにより衣類奪
し・ じひ ん,5、ん しつ ぼ う し どり ょく

紡持品務失の防止な どへの努力に
君 た い

期待する。

② W i i xレクリエーション奪の糖到
ないよう じゅう一っ かいすう !S\ り ょ う しぎ>

内容の充 実 、回数を!i や し、利用者の
よ う屋 う こ. だ ぎ /c い

要望に施えることを顚待する。
^ えんなーいがい な よ う けん しゅうぎ か ひ せ. い か

③ 園内外の多様な研 修 籾会の成果の
か くにん ・屋企 こ.く きょうゆう 言 か が  さら く ふ う

確認や報告、義 有 の機会の更なる工夫
ーも と

が求められる。

・肖書経 護園では龍価結果を書まえ、サービスの, なる尚日 に努めてまいります。

防災対策 ～利用者の安全 ・安心の為に～
近年の台風 • 豪雨被害の大規模化奪もあ り、水害対棄も含め、舞害に冠する¢i えを日頃から行 っておくことが

童 要 です。今年度も幸間用斐計画に沿 って、避難訓練奪の帽釜対棄を実施 します。避城訓練は級に地成住 民 の

方も含めた総合帽斐訓練を予定 している浦、夜間少ない人数で迅速に避簾できるよう夜間祖定の避城訓練も 3 回

予定 しています。

また、大麟 茂警によるライフライン奪の養函寸断や飜 生活の農期化も艦 される酢琴、 (斂 謡 の) 雷藥

継続も大きな課題と机えていますので、喊 員 の参 集 訓練や炊き出 し訓練奪も引き続き実施 し、周 辺 自治体や

関係機関との積  方 体制の構築を今後も進めていきたいと思います。 ( 記 ：支援 ・管理初門 長 前岡)
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新規 ・転 入 職 員 紹 介

満開の 桜 の下、今年は管理グループに女性

1名、診察室に女性1名、福祉サービスグルー

プに女性7 名 • 男性4 君、合計 13 名 しい

職員をお迎え しま した。

催験者も未経験の方も、皆さんすぐに現場

に馴桑み、元気い っぱいに活躍 しています !

春 か ら ま た 薪 た な ス タ ー トを 切 っ た

肖勤第奢蜀 をどうぞよろ しくお館い します。

( 記 : 石川)

3月25 日
はる ちゃかい

春のお茶会

3 月 2 5 日に天気にも恵まれた中で春のお案会を開雀 しま した。

残念ながら、数 日齢か ら都内で開花宣言を していま したが、満開とは

いかず、上の方 をよくよく見上げてみると、数額の 桜 が咲いている

程度で した。

しか し、司会者 ( 盗 員 ) の 「皆さんの 心 の 桜 は満開です ! 」 との

言葉にニ ッコリ慣 しい笑顔のご利用者の方々がら らほら。更に 暖 かな

日差 しのもとで春風を感 じなが ら、おい しいお禁と侵 餅 風 ゼ リーを食

ベ、す っか り笑顔が満開にな りま した。

また、サプライズで、いつも音楽クラブでお世話にな っている先生に

お越 しいただき、春を感 じる生歌や絵本を歌に乗せ読んでいただき、

大変盛 り上が りま した。( 記 : 真栄)



雛飾り

わくわくほどく

新居かな

紀美の句

春や来 し 行く先を知る

杖と靴
美智子の句

楠の木の 影あたたかく

車椅子

博吉の句

飛行機雲 どこまで行くか

春の昼

歩美の句

雛段に 菅公道真

人麻呂も

八枝子の句

アーモン ドの

花一輪や 空青 し
るりの句

啓劃や 土管のロの

日のさ して

洋子の句

集 後 記

初夏の気配を感 じる今日この頃。気温の変化が激 しいので体調管理に気を付けて過 ご しま しょう。

( 記 : 小林)
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